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自我、超自我、エスという各々独立した審級が体系立てて論じられて以来、この三つの審級の ずれに強調点を置くかによっ 、フロイト以後の精神分析のいくつかの流 が形成されてきた。例えばハインツ・ハルトマン （一八九四／一九七〇） 、 アンナ・フロイト （一八九五／一九八二）らが中心となって発展した自我心理学は、まさに自我の機能を探求することを主眼とし いた。彼女らが精神分析を導こうとする方向ははっきり しており、 「実際に精神分析的に研究することができ
のは、エスではない。超自我でもない。研究で






























ロイト論』 （ ［一九六五］久米博訳『フロイトを読む』新曜社、二〇〇五）がフラ 精神分析において黙殺されて以来、精神分析について表立って論じることは 切なくなっていた。ことに母国語でフ
ランス人読
者を想定した論文を発表しなかったことにかけては、徹
底していたと思われる。しかし、この遺稿集の出版により、彼の精神分析論が多面的に再評価される可能性がでてきた。なかでもこの「精 における〈自己〉と現象学的哲学における〈自己〉 」は、『解釈について』の単なる要約や部分的補足にとどまらず、次の二つの点においてまったく新しい議論を提示している。 （１）この論文は、 『解釈について』のなかで宣言さ ている文言 すなわち「本書が研究対象とするのはフロイトであって、精神分析ではない それは本書に、精神分析の実地経験と、ポ ト・フロイト派への考慮二つが欠けているこ を意味する」 （前掲書、
ⅰ
頁）という自らの制






















































に対して共感をもってして応答する。その際分析家が、逆転移［分析家の自己愛に起因する心的葛藤が、被分析 へ向ける注意や共感を妨げるような拒絶などとし あらわれること］に屈しないようにするならば、共感は、分析家を置き換えら た自己
‐対象にすると








える。リクールは、この表現 注目し、次 ようにいってい 。 「フッサールが対化
Paarung
と呼ぶものと、コフートが反響や共鳴と呼










































































い回しは実に意味深長であって、いかなる点でコフートがレヴィナスの思想を裏切 のか、また逆に結びつき の を見極める は難しい。コフートの概念体系のなかでは、自己は自己
-対象を求めて
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